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要要約約

 

身近な植物をより効果的に幼稚園教育に活用するための知見を得ることを目的とし，鹿児島大学教

育学部附属幼稚園の園庭で確認された植物のリストを作成するとともに，注目される植物の諸特性

と教育的効果について考察した．冬季（12月）における附属幼稚園の園庭では合計 159種の維管束

植物が確認された．このうち在来種は 82種で 38種が自生していた．帰化種は合計 25種で 16種

が自生していた．栽培種は 54 種であった．準絶滅危惧種に指定されているマツバラン（マツバラ

ン科）や寄生植物のヒノキバヤドリギの自生が確認された．また，柑橘類などの果樹，野菜類，園

芸植物も多く栽培されていた．このように園庭では多様な植物をみることができ，その生態や人の

生活との関係などを知るきっかけを作ることが可能であると考えられた．特に，雑草として自生す

る在来種が多いこと，植栽木の中に照葉樹林の構成種がみられること，鹿児島特有の果樹や木材に

なる樹木が見られることは特筆すべき点であり，園庭の植物をとおして鹿児島の自然の理解と人の

生活の関係が認識されることが期待される． 
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ははじじめめにに

 

幼稚園教育要領解説（文部科学省 2018）では，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の一

つとして，「自然の変化などを感じ取り，好奇心や探究心をもって考え言葉などで表現しながら，身

近な事象への関心が高まるとともに，自然への愛情や畏敬の念をもつようになる．また，身近な動

植物に心を動かされる中で，生命の不思議さや尊さに気付き，身近な動植物への接し方を考え，命

あるものとしていたわり，大切にする気持ちをもって関わるようになる」ことが挙げられている．

この目標の達成には，季節によって変化する自然に触れながら生活し遊ぶことが重要である．そう

することで，生き物の形，美しさ，不思議さ，変化などに気付くことができ，「身近な動植物に親し

みをもって接し，生命の尊さに気付き，いたわったり，大切にしたりする」という姿勢が養われる

（文部科学省 2017b）．このように，幼児期において自然の要素に触れることの意義は大きく，「地

域の自然を積極的に活用し，幼児が豊かな生活体験を得られるように工夫すること」が幼稚園運営

上の留意事項として挙げられている． 

シロツメクサなどの雑草の花，様々な形の樹木の葉，どんぐりなど，子どもたちの普段の遊び

でつかわれる植物には枚挙にいとまがない（川原 2013）．小澤ほか（2018）は，子どもは遊びを通し

て体力，運動能力，認知（考える・判断する），情緒・社会性（コミュニケーション力や他者とのか

かわり力）を発達させていくとし，特に自然の中で遊ぶことを重要視している．その中で，自然の

変化を感じることができる要素として，植物の葉の色の変化，葉のつくりや葉脈のかたちが種類に

よって異なることなどが挙げられている．葉の色は芽吹きの時期の黄緑色，真夏の濃い緑色，秋の

紅葉の黄色や紅色など季節に応じた様々な色彩を示す．サクラ類やキンモクセイなどの開花，どん

ぐりやみかんといった果実の成熟には，それぞれの季節がある．普段触れ合っている身近な植物の

葉の色の変化や，花と果実の消長は季節を感じる上で重要な要素の一つである．また，正月飾りや

節句で用いられる植物は伝統的な文化や習慣を知るきっかけにもなるだろう．このように，植物は

遊びや制作，文化的伝統的行事などをとおして幼児の発達に大きな影響を与えると考えられる． 

日本の自然の適切な理解のためには，野生状態で生育している動植物，日本の在来種などを教材

とすることが望ましいといわれている（沼田 1982，1987）．しかし，自然性の高い野山で野生動植

物を観察することは，園児が安全に観察できる場所が限定的であることや長距離の移動が必要にな

ることなどから，その機会を頻繁に提供することは現実的ではない．日常的に安全かつ容易に生き

物に触れる機会を提供する場としては，園庭が最も適しているといえる． 

小中学校の校庭では多種の雑草が自生していることが知られている（上赤 2012，岩瀬ほか 2009）．

校庭に生える雑草は除草の対象として扱われるが，次々に生えてくる雑草は校庭の自然の仕組みに

組み込まれており（岩瀬ほか 2009），植物の生活を実感できる要素として注目される．小学生にお

ける生活科や理科の生物教育では植物が大きな役割を果たしているため（文部科学省 2017a，九州

小学校理科サークル編 1987），校庭の雑草の観察から実感を伴った学習ができることが期待される
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（上赤 2003，岩瀬ほか 2009）．また，様々な樹木（岩瀬・川名 1991），作物（板木ほか 1994），園芸

植物（並河ほか 1995），果樹など（鈴木・岩瀬 2005）も植栽，栽培されており，植物の生活様式や

利用法の多様性もみることができる． 

幼稚園の園庭でも様々な植物が生育・植栽されている場合が多く，それを日々の園内活動のなか

で活用することで自然とのふれあい・遊びが子供に提供される可能性がある．幼稚園教育要領解説

（文部科学省 2018）では，幼稚園において「幼児が生活の中で触れ合うことができる自然や動植物

などの様々な環境」が用意されており，「直接的・具体的な体験を通して一人一人の幼児の発達を促

していくことが重要である」とされる．ただし，環境が単に存在しているだけでは，必ずしも幼児

の発達を促すものになるとは限らず，教師は，幼児が環境と出会うことの意味と，幼児の興味と関

心について理解した上で環境を構成することにより，発達に必要な体験が得られることを指摘して

いる． 

鹿児島大学附属幼稚園では園庭での活動の中で，園児が植物の花びらや落ち葉などを使って遊ん

だり創作活動を行ったりしている．このように，園庭に生育する植物は，実際に幼児にとって遊び

道具となったり創作の材料となったりしており，幼児の健やかな発達において重要な役割を果たし

ていると考えられる．また，園児によく利用される植物がある一方で，目立たない雑草や植栽木の

ように認識されにくい植物も少なくないことが予想される．幼稚園における園児の自然との触れ合

いは園庭に整備されている自然的要素の有無に規定されることから（小谷ほか 1990），そうした目

につきにくい植物についても地域の自然や植物の生活，人との関係を知るうえでの効果を把握して

おくことが望ましい．しかし，園内における遊びの様態（正田・山田 2015）や飼育・栽培の状況（吉

村ほか 1983）などについては知見があるものの，幼稚園では実際にどのような植物を生育している

のか，また，それらの植物には幼児の発達に必要な体験として提供可能な要素がどれくらい含まれ

ているのかについてはほとんど知見がない． 

そこで，本研究では幼稚園の園庭でみることができる植物の全容を把握し，身近な植物をより効

果的に幼稚園教育に活用するための知見を得ることを目的とした．本稿では，鹿児島大学教育学部

附属幼稚園の園庭で確認された植物のリストを示し，注目される植物の諸特性と教育的効果につい

て考察した． 

 

 

方方法法

 

本研究は鹿児島大学教育学部附属幼稚園を調査地とした．園庭に生育する全ての維管束植物を把

握するために幼稚園の敷地内（校舎内を除く）をくまなく踏査し，自生している植物，植栽された

植物の種名を記録した．調査は 2021年 12月 27日に行った． 

出現種の生育状態（自生なのか植栽されたのか）を次の基準で判断した． 
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・自生：種子や栄養繁殖体といった散布体が，人為的ではない経路で校庭内の運動場や花

壇などに到達し，生育していると考えられるもの．母個体が植栽起源のものと考えら

れた場合でも，そこから散布された繁殖体が逸出して自生状態になっている場合も自

生と記録した． 

・植栽：花壇やプランターに植えられている園芸植物，園庭の築山に植栽されている樹木

など，明らかに人によって植えられた状態で確認されたもの． 

調査で確認された植物の分類体系については，被子植物系統グループ (Angiosperm Phylogeny 

Group: APG) の APG4 体系と，シダ植物系統グループ（The Pteridophyte Phylogeny Group: PPG) の

PPG分類体系を採用した米倉（2019）の系統分類表に従って出現種を整理した．和名は山ノ内ほか

（2019）に従った． 

また，絶滅危惧種，および在来種・帰化種・栽培種の区分を確認し，該当した種にはリストに情

報を付記した．絶滅危惧種の区分については，環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室（2015），

鹿児島県環境林務部自然保護課（2016）のレッドリストに基づいた．絶滅危惧ランクの基準の要約

を次に示すとおりである．表１の植物リストでは括弧に示したように略記した． 

・絶滅：すでに絶滅したと考えられる種 

・野生絶滅：飼育・栽培下でのみ存続している種 

・絶滅危惧Ⅰ類（危惧 I）：絶滅の危機に瀕している種．環境省レッドリストではさらに危惧

IA，IBに区分される． 

・絶滅危惧Ⅱ類（危惧Ⅱ）：絶滅の危険が増大している種 

・準絶滅危惧（準絶）：現時点では絶滅危険度は小さいが，生息条件の変化によっては「絶

滅危惧」に移行する可能性がある種 

・情報不足：評価するだけの情報が不足している種 

・分布上重要（分布）：絶滅の危機に瀕しているわけではないが，北限種，南限種など，植

物地理上重要と考えられる種（鹿児島県レッドリストのみの区分） 

なお，表 1では、環境省のレッドリストに指定されている絶滅危惧種は（環），鹿児島県の絶滅危

惧種は（鹿）を上記のランクに付記した． 

在来種，帰化種，栽培種の区分は，Ylist（米倉・梶田 2003）の生態情報に基づいて区分した． 

・在来：日本の在来植物 

・帰化：もともと日本には生育していなかったが，人間の活動に伴って外国から持ち込ま

れた植物のうち，人間の手を離れて生活している植物．概ね明治期以降に帰化した植

物が該当する． 

・栽培：作物，園芸植物等，栽培されている植物．人の手で植栽または播種され，人が管

理することによって維持される植物． 
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表 1．鹿児島大学教育学部附属幼稚園の園庭における冬季の調査で確認された維管束植物のリスト． 
「由来」の*は鹿児島県に自生しない日本の在来種を示す． 

 

科名 和名 学名 由来 絶滅危惧 自生/植栽

ヒカゲノカズラ類
イワヒバ科 Selaginellaceae

カカタタヒヒババ Selaginella involvens 在来 - 自生

ククララママゴゴケケ Selaginella remotifolia 在来 - 自生

大葉シダ植物
トクサ科 Equisetaceae

ススギギナナ Equisetum arvense 在来 - 自生

マツバラン科 Psilotaceae

ママツツババラランン Psilotum nudum 在来 準絶(環・鹿) 自生

カニクサ科 Lygodiaceae

カカニニククササ Lygodium japonicum 在来 - 自生

サンショウモ科 Salviniaceae

オオオオササンンシショョウウモモ Salvinia molesta 栽培 - 植栽

ホングウシダ科 Lindsaeaceae

ホホララシシノノブブ Odontosoria chinensis 在来 - 自生

イノモトソウ科 Pteridaceae

ホホウウラライイシシダダ Adiantum capillus-veneris 在来 - 自生

コバノイシカグマ科 Dennstaedtiaceae

イイシシカカググママ Microlepia strigosa 在来 - 自生

メシダ科 Athyriaceae

シシケケシシダダ Deparia japonica 在来 - 自生

ヒメシダ科 Thelypteridaceae

ホホシシダダ Thelypteris acuminata 在来 - 自生

タマシダ科 Nephrolepidaceae

タタママシシダダ Nephrolepis cordifolia 在来 - 自生

ウラボシ科 Polypodiaceae

ノノキキシシノノブブ Lepisorus thunbergianus 在来 - 自生

裸子植物
ソテツ科 Cycadaceae

ソソテテツツ Cycas revoluta 在来 分布(鹿) 植栽

イチョウ科 Ginkgoaceae

イイチチョョウウ Ginkgo biloba 栽培 - 植栽

裸子植物（球果類）
マツ科 Pinaceae

ククロロママツツ Pinus thunbergii 在来 分布(鹿) 植栽

被子植物
マツブサ科 Schisandraceae

シシキキミミ Illicium anisatum 在来 分布(鹿) 植栽

モクレン科 Magnoliaceae

ユユリリノノキキ
　　　　(チチュューーリリッッププノノキキ)

Liriodendron tulipifera 栽培 - 植栽

カカララタタネネオオガガタタママ
　　　　　　　　(トトウウオオガガタタママ)

Magnolia figo 栽培 - 植栽

ロウバイ科 Calycanthaceae

ロロウウババイイ Chimonanthus praecox 栽培 - 植栽

クスノキ科 Lauraceae

ククススノノキキ Cinnamomum camphora 在来 - 自生

ニニッッケケイイ Cinnamomum sieboldii 在来 準絶(環)
危惧Ⅰ(鹿)

植栽

・自生：種子や栄養繁殖体といった散布体が，人為的ではない経路で校庭内の運動場や花

壇などに到達し，生育していると考えられるもの．母個体が植栽起源のものと考えら

れた場合でも，そこから散布された繁殖体が逸出して自生状態になっている場合も自

生と記録した． 

・植栽：花壇やプランターに植えられている園芸植物，園庭の築山に植栽されている樹木

など，明らかに人によって植えられた状態で確認されたもの． 

調査で確認された植物の分類体系については，被子植物系統グループ (Angiosperm Phylogeny 

Group: APG) の APG4 体系と，シダ植物系統グループ（The Pteridophyte Phylogeny Group: PPG) の

PPG分類体系を採用した米倉（2019）の系統分類表に従って出現種を整理した．和名は山ノ内ほか

（2019）に従った． 

また，絶滅危惧種，および在来種・帰化種・栽培種の区分を確認し，該当した種にはリストに情

報を付記した．絶滅危惧種の区分については，環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室（2015），

鹿児島県環境林務部自然保護課（2016）のレッドリストに基づいた．絶滅危惧ランクの基準の要約

を次に示すとおりである．表１の植物リストでは括弧に示したように略記した． 

・絶滅：すでに絶滅したと考えられる種 

・野生絶滅：飼育・栽培下でのみ存続している種 

・絶滅危惧Ⅰ類（危惧 I）：絶滅の危機に瀕している種．環境省レッドリストではさらに危惧

IA，IBに区分される． 

・絶滅危惧Ⅱ類（危惧Ⅱ）：絶滅の危険が増大している種 

・準絶滅危惧（準絶）：現時点では絶滅危険度は小さいが，生息条件の変化によっては「絶

滅危惧」に移行する可能性がある種 

・情報不足：評価するだけの情報が不足している種 

・分布上重要（分布）：絶滅の危機に瀕しているわけではないが，北限種，南限種など，植

物地理上重要と考えられる種（鹿児島県レッドリストのみの区分） 

なお，表 1では、環境省のレッドリストに指定されている絶滅危惧種は（環），鹿児島県の絶滅危

惧種は（鹿）を上記のランクに付記した． 

在来種，帰化種，栽培種の区分は，Ylist（米倉・梶田 2003）の生態情報に基づいて区分した． 

・在来：日本の在来植物 

・帰化：もともと日本には生育していなかったが，人間の活動に伴って外国から持ち込ま

れた植物のうち，人間の手を離れて生活している植物．概ね明治期以降に帰化した植

物が該当する． 

・栽培：作物，園芸植物等，栽培されている植物．人の手で植栽または播種され，人が管

理することによって維持される植物． 
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表 1．続き 

科名 和和名名 学学名名 由来 絶滅危惧 自生/植栽

被子植物（単子葉植物）
アヤメ科 Iridaceae

ヒヒメメヒヒオオウウギギズズイイセセンン Crocosmia × crocosmiiflora 帰化 - 自生

ククロロッッカカスス Crocus spp. 栽培 - 植栽

ヒガンバナ科 Amaryllidaceae

ムムララササキキククンンシシラランン
　　　　　　(アアガガパパンンササスス)

Agapanthus spp. 栽培 - 植栽

ハハママオオモモトト(ハハママユユウウ) Crinum asiaticum
          var. japonicum

在来 - 植栽

ヒヒガガンンババナナ Lycoris radiata 在来 - 自生

ススイイセセンン Narcissus tazetta var. chinensis 帰化 - 植栽

クサスギカズラ科 Asparagaceae

セセンンネネンンボボクク Cordyline fruticosa 栽培 - 植栽

ヤシ科 Arecaceae

シシュュロロ Trachycarpus fortunei 帰化 - 植栽

バショウ科 Musaceae

ババナナナナ Musa × paradisiaca 栽培 - 植栽

イグサ科 Juncaceae

ススズズメメノノヤヤリリ Luzula capitata 在来 - 自生

カヤツリグサ科 Cyperaceae

シシュュロロガガヤヤツツリリ Cyperus alternifolius 帰化 - 植栽

イネ科 Poaceae

チチガガヤヤ Imperata cylindrica
          var. koenigii

在来 - 自生

ススススキキ Miscanthus sinensis 在来 - 自生

シシババ Zoysia japonica 在来 分布(鹿) 植栽

タタケケ類類のの一一種種 Bambusoideae sp. 栽培 - 植栽

被子植物（真性双子葉植物）
メギ科 Berberidaceae

ナナンンテテンン Nandina domestica 帰化 分布(鹿) 植栽

マンサク科 Hamamelidaceae

トトササミミズズキキ Corylopsis spicata 在来* 準絶(環) 植栽

イイススノノキキ Distylium racemosum 在来 - 植栽

トトキキワワママンンササクク Loropetalum chinense 在来* 危惧IB(環) 植栽

マメ科 Fabaceae

ネネムムノノキキ Albizia julibrissin
          var. julibrissin

在来 分布(鹿) 植栽

ハハナナズズオオウウ Cercis chinensis 栽培 - 植栽

ハハギギsp Lespedeza buergeri 在来 分布(鹿) 植栽

タタンンキキリリママメメ Rhynchosia volubilis 在来 - 自生

シシロロツツメメククササ
　　　　　　(ククロローーババーー)

Trifolium repens 帰化 - 自生

ヤヤハハズズエエンンドドウウ
　　　　(カカララススノノエエンンドドウウ)

Vicia sativa subsp. nigra 在来 - 自生

バラ科 Rosaceae

ソソメメイイヨヨシシノノ Cerasus × yedoensis 栽培 - 植栽

ヤヤママブブキキ Kerria japonica 在来 準絶(鹿) 植栽

ババククチチノノキキ Laurocerasus zippeliana 在来 - 植栽

ハハナナカカイイドドウウ Malus halliana 栽培 - 植栽

イイヌヌリリンンゴゴ(ヒヒメメリリンンゴゴ) Malus prunifolia 栽培 - 植栽
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科名 和名 学名 由来 絶滅危惧 自生/植栽
バラ科 Rosaceae

カカナナメメモモチチ Photinia glabra 在来 準絶(鹿) 植栽

アアンンズズ Prunus armeniaca 栽培 - 植栽

ニニワワウウメメ Prunus japonica 栽培 - 植栽

ウウメメ Prunus mume 栽培 - 植栽

薩薩摩摩紅紅梅梅 Prunus mume 栽培 - 植栽

ココウウメメ Prunus mume var. microcarpa 栽培 - 植栽

ナナシシ Pyrus pyrifolia var. culta 栽培 - 植栽

ババララ属属園園芸芸種種(ババララ) Rosa  spp. 栽培 - 植栽

ココデデママリリ Spiraea cantoniensis 栽培 - 植栽

ユユキキヤヤナナギギ Spiraea thunbergii 帰化 - 植栽

グミ科 Elaeagnaceae

ナナワワシシロロググミミ Elaeagnus pungens 在来 分布(鹿) 自生

アサ科 Cannabaceae

エエノノキキ Celtis sinensis 在来 分布(鹿) 自生植栽

クワ科 Moraceae

イイヌヌビビワワ(イイタタビビ) Ficus erecta var. erecta 在来 - 自生

オオオオイイタタビビ Ficus pumila 在来 - 自生

ママググワワ Morus alba 栽培 - 植栽

ブナ科 Fagaceae

ススダダジジイイ(イイタタジジイイ) Castanopsis sieboldii
          subsp. sieboldii

在来 分布(鹿) 植栽

ママテテババシシイイ Lithocarpus edulis 在来 - 植栽

ククヌヌギギ Quercus acutissima 在来 - 植栽

カカシシワワ Quercus dentata 在来 準絶(鹿) 植栽

シシララカカシシ Quercus myrsinifolia 在来 分布(鹿) 植栽

ウウババメメガガシシ(ババベベ) Quercus phillyreoides 在来 - 植栽

ココナナララ Quercus serrata
      subsp. serrata var. serrata

在来 分布(鹿) 植栽

ヤマモモ科 Myricaceae

ヤヤママモモモモ Morella rubra 在来 - 植栽

ニシキギ科 Celastraceae

ママササキキ Euonymus japonicus
       f. japonicus

在来 - 植栽

カタバミ科 Oxalidaceae

カカタタババミミ Oxalis corniculata 在来 - 自生

ムムララササキキカカタタババミミ Oxalis corymbosa 帰化 - 自生

オオオオキキババナナカカタタババミミ Oxalis pes-caprae 帰化 - 自生

フフヨヨウウカカタタババミミ Oxalis purpurea 帰化 - 自生

ホルトノキ科 Elaeocarpaceae

ホホルルトトノノキキ Elaeocarpus zollingeri
       var. zollingeri

在来 - 植栽

スミレ科 Violaceae

パパンンジジーー(ビビオオララもも含含むむ) Viola × wittrockiana 栽培 - 植栽

ココススミミレレ Viola japonica 在来 分布(鹿) 自生

ススミミレレ Viola mandshurica
       var. mandshurica

在来 分布(鹿) 自生

トウダイグサ科 Euphorbiaceae

ナナンンキキンンハハゼゼ Triadica sebifera 帰化 - 植栽
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科名 和名 学名 由来 絶滅危惧 自生/植栽
コミカンソウ科 Phyllanthaceae

ナナガガエエココミミカカンンソソウウ
(ブブララジジルルココミミカカンンソソウウ )

Phyllanthus tenellus 帰化 - 自生

フウロソウ科 Geraniaceae

ゼゼララニニウウムム Geranium spp. 栽培 - 植栽

ミソハギ科 Lythraceae

ササルルススベベリリ Lagerstroemia indica 栽培 -

ザザククロロ Punica granatum 栽培 - 植栽

フトモモ科 Myrtaceae

ハハナナママキキ
       (キキンンポポウウジジュュ)

Callistemon citrinus 栽培 - 植栽

ミカン科 Rutaceae

ハハッッササクク Citrus hassaku 栽培 - 植栽

キキンンカカンン Citrus japonica 栽培 - 植栽

ササワワーーポポメメロロ (大大橘橘，，
パパーールル柑柑))，，ザザボボンン（（ブブンン

タタンン））系系のの一一品品種種

Citrus maxima 栽培 - 植栽

島島ミミカカンン(在在来来柑柑橘橘類類) Citrus spp. 栽培 - 植栽

センダン科 Meliaceae

セセンンダダンン(オオオオチチ) Melia azedarach 在来 - 自生

アオイ科 Malvaceae

アアオオギギリリ Firmiana simplex 在来 危惧II(鹿) 植栽

ムムククゲゲ(ハハチチスス) Hibiscus syriacus 帰化 - 植栽

ジンチョウゲ科 Thymelaeaceae

ジジンンチチョョウウゲゲ Daphne odora 栽培 - 植栽

アブラナ科 Brassicaceae

ミミズズナナ(キキョョウウナナ) Brassica rapa var. nipposinica 栽培 - 植栽

タタネネツツケケババナナ Cardamine occulta 在来 - 自生

ニニワワナナズズナナ (アアリリッッササムム，，
ススイイーートトアアリリッッササムム)

Lobularia maritima 栽培 - 植栽

ササククララジジママダダイイココンン Raphanus sativus
       'Sakurajima Daikon'

栽培 - 植栽

ハハツツカカダダイイココンン
            (ララデディィッッシシュュ)

Raphanus sativus var. sativus 栽培 - 植栽

ビャクダン科 Santalaceae

ヒヒノノキキババヤヤドドリリギギ Korthalsella japonica 在来 - 自生

タデ科 Polygonaceae

ツツルルソソババ Persicaria chinensis 帰化 - 自生

ナデシコ科 Caryophyllaceae

オオラランンダダミミミミナナググササ Cerastium glomeratum 帰化 - 自生

ナナデデシシココ属属園園芸芸種種
            (デディィアアンンササスス)

Dianthus spp. 栽培 - 植栽

ココハハココベベ(ハハココベベ) Stellaria media 帰化 - 自生

サボテン科 Cactaceae

ゲゲッッカカビビジジンン Epiphyllum oxypetalum 栽培 - 植栽

アジサイ科 Hydrangeaceae

ウウツツギギ Deutzia crenata var. crenata 在来 分布(鹿) 植栽

セセイイヨヨウウアアジジササイイ Hortensia opuloides 栽培 - 植栽

ガガククウウツツギギ Hortensia scandens 在来 危惧II(鹿) 植栽
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科名 和名 学名 由来 絶滅危惧 自生/植栽
サカキ科 Pentaphylacaceae

ササカカキキ Cleyera japonica 在来 - 植栽

ヒヒササカカキキ Eurya japonica 在来 - 植栽

カキノキ科 Ebenaceae

カカキキノノキキ(カカキキ) Diospyros kaki var. kaki 帰化 - 植栽

サクラソウ科 Primulaceae

ママンンリリョョウウ Ardisia crenata 在来 - 植栽

ココナナススビビ Lysimachia japonica
       var. japonica

在来 - 自生

マタタビ科 Actinidiaceae

オオニニママタタタタビビ
        (キキウウイイフフルルーーツツ)

Actinidia chinensis
       var. deliciosa

栽培 - 植栽

ツツジ科 Ericaceae

ヒヒララドドツツツツジジ Rhododendron × pulchrum 栽培 - 植栽

イイワワツツツツジジ Vaccinium praestans 在来 - 植栽

ブブルルーーベベリリーー Vaccinium ssp.
       (sect. Cyanococcus )

栽培 - 植栽

アオキ科 Garryaceae

アアオオキキ Aucuba japonica var. japonica 在来 - 植栽

アカネ科 Rubiaceae

ククチチナナシシ Gardenia jasminoides
       var. jasminoides

在来 - 植栽

ヘヘククソソカカズズララ
            (ヤヤイイトトババナナ)

Paederia foetida 在来 - 自生

ハハククチチョョウウゲゲ Serissa japonica 在来* 危惧IB(環) 植栽

ナス科 Solanaceae

ツツククババネネアアササガガオオ
            (ペペチチュュニニアア)

Petunia × hybrida 栽培 - 植栽

モクセイ科 Oleaceae

ネネズズミミモモチチ Ligustrum japonicum
       var. japonicum

在来 - 自生

オオリリーーブブ Olea europaea 栽培 - 植栽

キキンンモモククセセイイ Osmanthus fragrans
       var. aurantiacus
       f. aurantiacus

栽培 - 植栽

ウウススギギモモククセセイイ
      (ササツツママモモククセセイイ)

Osmanthus fragrans
       var. aurantiacus
       f. thunbergii

在来 準絶(環)
危惧II(鹿)

植栽

オオバコ科 Plantaginaceae

キキンンギギョョソソウウ Antirrhinum majus 栽培 - 植栽

オオオオババココ Plantago asiatica var. asiatica 在来 - 自生

ゴマノハグサ科 Scrophulariaceae

ネネメメシシアア Nemesia  spp. 栽培 - 植栽

クマツヅラ科 Verbenaceae

タタイイワワンンレレンンギギョョウウ
          (ハハリリママツツリリ)

Duranta erecta 栽培 - 植栽

シシチチヘヘンンゲゲ
        (ラランンタタナナ・・カカママララ)

Lantana camara
       subsp. aculeata

帰化 - 植栽

シソ科 Lamiaceae

オオオオムムララササキキシシキキブブ Callicarpa japonica
       var. luxurians

在来 - 植栽

表 1．続き 

 

科名 和名 学名 由来 絶滅危惧 自生/植栽
コミカンソウ科 Phyllanthaceae

ナナガガエエココミミカカンンソソウウ
(ブブララジジルルココミミカカンンソソウウ )

Phyllanthus tenellus 帰化 - 自生

フウロソウ科 Geraniaceae

ゼゼララニニウウムム Geranium spp. 栽培 - 植栽

ミソハギ科 Lythraceae

ササルルススベベリリ Lagerstroemia indica 栽培 -

ザザククロロ Punica granatum 栽培 - 植栽

フトモモ科 Myrtaceae

ハハナナママキキ
       (キキンンポポウウジジュュ)

Callistemon citrinus 栽培 - 植栽

ミカン科 Rutaceae

ハハッッササクク Citrus hassaku 栽培 - 植栽

キキンンカカンン Citrus japonica 栽培 - 植栽

ササワワーーポポメメロロ (大大橘橘，，
パパーールル柑柑))，，ザザボボンン（（ブブンン

タタンン））系系のの一一品品種種

Citrus maxima 栽培 - 植栽

島島ミミカカンン(在在来来柑柑橘橘類類) Citrus spp. 栽培 - 植栽

センダン科 Meliaceae

セセンンダダンン(オオオオチチ) Melia azedarach 在来 - 自生

アオイ科 Malvaceae

アアオオギギリリ Firmiana simplex 在来 危惧II(鹿) 植栽

ムムククゲゲ(ハハチチスス) Hibiscus syriacus 帰化 - 植栽

ジンチョウゲ科 Thymelaeaceae

ジジンンチチョョウウゲゲ Daphne odora 栽培 - 植栽

アブラナ科 Brassicaceae

ミミズズナナ(キキョョウウナナ) Brassica rapa var. nipposinica 栽培 - 植栽

タタネネツツケケババナナ Cardamine occulta 在来 - 自生

ニニワワナナズズナナ (アアリリッッササムム，，
ススイイーートトアアリリッッササムム)

Lobularia maritima 栽培 - 植栽

ササククララジジママダダイイココンン Raphanus sativus
       'Sakurajima Daikon'

栽培 - 植栽

ハハツツカカダダイイココンン
            (ララデディィッッシシュュ)

Raphanus sativus var. sativus 栽培 - 植栽

ビャクダン科 Santalaceae

ヒヒノノキキババヤヤドドリリギギ Korthalsella japonica 在来 - 自生

タデ科 Polygonaceae

ツツルルソソババ Persicaria chinensis 帰化 - 自生

ナデシコ科 Caryophyllaceae

オオラランンダダミミミミナナググササ Cerastium glomeratum 帰化 - 自生

ナナデデシシココ属属園園芸芸種種
            (デディィアアンンササスス)

Dianthus spp. 栽培 - 植栽

ココハハココベベ(ハハココベベ) Stellaria media 帰化 - 自生

サボテン科 Cactaceae

ゲゲッッカカビビジジンン Epiphyllum oxypetalum 栽培 - 植栽

アジサイ科 Hydrangeaceae

ウウツツギギ Deutzia crenata var. crenata 在来 分布(鹿) 植栽

セセイイヨヨウウアアジジササイイ Hortensia opuloides 栽培 - 植栽

ガガククウウツツギギ Hortensia scandens 在来 危惧II(鹿) 植栽
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表 1．続き 

 

科名 和名 学名 由来 絶滅危惧 自生/植栽
モチノキ科 Aquifoliaceae

ククロロガガネネモモチチ Ilex rotunda 在来 - 植栽

キク科 Asteraceae

ヨヨモモギギ Artemisia indica
       var. maximowiczii

在来 分布(鹿) 自生

ヒヒメメジジョョオオンン Erigeron annuus 帰化 - 自生

ハハルルジジオオンン Erigeron philadelphicus 帰化 - 自生

オオオオアアレレチチノノギギクク Erigeron sumatrensis 帰化 - 自生

ツツワワブブキキ Farfugium japonicum
       var. japonicum

在来 - 自生

ウウララジジロロチチチチココググササ Gamochaeta coarctata 帰化 - 自生

チチチチココググササモモドドキキ Gamochaeta pensylvanica 帰化 - 自生

チチチチココググササ Gnaphalium japonicum 在来 - 自生

シシロロタタエエギギクク Jacobaea maritima 栽培 - 植栽

ノノーーススポポーールルギギクク Mauranthemum paludosum 栽培 - 植栽

ハハハハココググササ
  (ホホウウココググササ、、オオギギョョウウ )

Pseudognaphalium affine 在来 - 自生

セセイイタタカカアアワワダダチチソソウウ Solidago altissima 帰化 - 自生

セセイイヨヨウウタタンンポポポポ
  (シショョククヨヨウウタタンンポポポポ)

Taraxacum officinale 帰化 - 自生

オオニニタタビビララココ Youngia japonica
       subsp. japonica

在来 - 自生

ガマズミ科 Adoxaceae

ハハククササンンボボクク Viburnum japonicum
       var. japonicum

在来 - 植栽

ササンンゴゴジジュュ Viburnum odoratissimum
       var. awabuki

在来 - 植栽

オオオオデデママリリ Viburnum plicatum
       var. plicatum f. plicatum

栽培 - 植栽

トベラ科 Pittosporaceae

トトベベララ Pittosporum tobira 在来 - 植栽

ウコギ科 Araliaceae

カカククレレミミノノ Dendropanax trifidus 在来 - 植栽

ヘヘデデララ(アアイイビビーー、、セセイイヨヨ
ウウキキヅヅタタをを含含むむ)

Hedera spp. 栽培 - 植栽

ヤヤドドリリフフカカノノキキ
    (ホホンンココンンカカポポッックク)

Schefflera arboricola 栽培 - 植栽

セリ科 Apiaceae

ミミツツババ Cryptotaenia japonica 在来 分布(鹿) 自生
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結結果果とと考考察察

 

１１））園園庭庭にに生生育育すするる維維管管束束植植物物のの種種数数とと絶絶滅滅危危惧惧種種 

冬季（12月）における附属幼稚園の園庭では合計 159種の維管束植物が確認された（表 1）．この

うち，在来種は 82種で，38種が自生していた（表 2）．一方，帰化種は合計 25種であり，16種が

自生状態で生育していた．栽培種は合計 54種で全て植栽されていた．以上のように，自生と植栽を

あわせると，在来種が最も種数が多く，全体の種数の 51.6%を占めていた． 

 

表 2．園庭で確認された維管束植物の在来種，帰化種，栽培種の出現種数． 

*は鹿児島県に自生しない日本の在来種の種数（内数）を示す． 

 自 植  総種数 

在来種 38 42 (3)* 82 

帰化種 16 9  25 

栽培種 0 54  54 

     

合計 55 104  159 

 

本調査で確認された植物のうち，日本における絶滅危惧種を掲載した環境省レッドリスト（環境

省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 2015）に掲載されている種は，シダ植物のマツバラン（マ

ツバラン科），被子植物のニッケイ（クスノキ科），トサミズキ（マンサク科），トキワマンサク（マ

ンサク科），ハクチョウゲ（アカネ科），ウスギモクセイ（モクセイ科）の 6種であった． 

このうち，マツバランは環境省レッドリストでは準絶滅危惧種に指定されている．マツバランは

明瞭な根・葉がなく茎が二又分枝するといった形態的な特徴があり，一般的には樹木に着生する生

活型をもつ．附属幼稚園ではツツジ類の植栽の中の土壌に定着しており（図１），園庭の環境が自生

地として機能していることが明らかになった．植物体が小さく，明瞭な葉状器官をもたないため目

に留まりにくいが，一見シダ植物に見えない特殊な形態をもっていることと，絶滅危惧種であるこ

とは，幼児の生物多様性への興味につながる可能性があり，注目しておきたい植物である．  

一方，それ以外の植物は全て園芸植物として流通している樹木で，鹿児島県内でもしばしば植栽

されている．トサミズキとトキワマンサクは鹿児島県内には自生しない樹木であるが，ニッケイ，

ウスギモクセイはいずれも鹿児島県内に自生地がある樹木である．ウスギモクセイは黄白色の花冠

をもちキンモクセイに似た芳香を発する樹木で，しばしば庭園や校庭などで植栽されている．ウス

ギモクセイは熊本県と鹿児島県の暖温帯照葉樹林に自生し（能城 2017），野生の個体は環境省レッ

ドリストでは準絶滅危惧種，鹿児島県レッドリストでは絶滅危惧Ⅱ類に指定されている．本種と近

縁で園芸樹木としてよく知られているキンモクセイは中国原産で，日本ではふつう雄株だけが植栽 

表 1．続き 
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ハハククササンンボボクク Viburnum japonicum
       var. japonicum

在来 - 植栽
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在来 - 植栽
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トベラ科 Pittosporaceae
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カカククレレミミノノ Dendropanax trifidus 在来 - 植栽
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されているため結実した株はめったに見られない（能城 2017）．ニッケイの自生地は沖縄島北部，

久米島・徳之島などであるが（米倉 2015），後述するように食品の香り付けなどで利用される樹木

であることからしばしば植栽されている．また，鹿児島県レッドリスト（鹿児島県環境林務部自然

保護課 2016）の掲載種は上記の樹種以外にアオギリ，ガクウツギなど複数あり，園庭の植栽木のな

かにも鹿児島の重要な樹木が観察できる． 

その他にも多くの日本の在来種が確認された．ヤマブキ，カナメモチは庭木や生垣，街路樹とし

てよく利用される樹木であるが，鹿児島県での自生地はごく限られている．また，カシワは鹿児島

では野焼きの行われる半自然草原内に点在して生育している．県内では植栽される例も稀であると

思われ，簡単にはみられない樹木である．そのほか，エノキ，シラカシ，スミレ，ウツギ，ガクウ

ツギなどは鹿児島県が分布の南限域にあり，植物地理学的に注目される植物である． 

ヒノキバヤドリギは枝に寄生する寄生植物である（図２）．小型で目立たない植物であるが，寄生

という特殊な生態は幼児の興味をひく要素となる可能性がある．植物は動物にくらべて子どもたち

の関心を引くことが難しくその教材化は様々な工夫が求められ，「めずらしいもの」に注目すること

によって生物そのものに対する興味を喚起した例がある（兼松 1987）．ここまでに紹介した絶滅危

惧種や寄生植物などは同様の効果が期待できるだろう． 

 

２２））園園庭庭にに生生育育すするる維維管管束束植植物物のの系系統統 

2-1）シダ植物 

現在の分類体系では，維管束植物はヒカゲノカズラ類（小葉類）とその他の植物（大葉類）に大

区分されており，大葉類にはシダ植物，裸子植物，被子植物が含まれる（Christenhusz et al. 2011, 米

倉・邑田 2013）．一般的に「シダ植物」と呼ばれる植物はヒカゲノカズラ類と大葉類のシダ植物（大

図１．絶滅危惧種のマツバラン．ツツジの植え込みに自生して

いた． 
図２．寄生植物のヒノキバヤドリギ．

ハマヒサカキの枝に寄生している． 
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葉シダ植物）という異なる系統の植物のグループをまとめたものである．マツバランは明瞭な根・

葉がなく茎が二又分枝するといった形態的な特徴があることから，ごく最近までヒカゲノカズラ類

と並んで他のシダ植物とは系統の著しく異なる原始的なシダ植物であると考えられていた．しかし，

現在は大葉類シダ植物の一系統で葉や根の退化が起こったと考えられている（海老原 2016）． 

本調査で確認されたヒカゲノカズラ類はイワヒバ科のカタヒバとクラマゴケの 2種で，いずれも

自生していた．大葉シダ植物は自生が 10種，植栽が 1種の合計 11種であった（表 3）．自生してい

るシダ植物は植栽木の下の日陰でやや湿り気のある立地や，樹木の幹に着生していたりすることが

多かった．植栽されていた 1種は栽培種のオオサンショウモで，水槽で栽培されていた個体である． 

 

 
図 3．ヒカゲノカズラ類イワヒバ科のカタヒバ（左）とクラマゴケ（右）． 

 

2-2）裸子植物 

今回確認された裸子植物はソテツ科のソテツ，イチョウ科のイチョウ，マツ科のクロマツの３種

であり，全て植栽個体であった．球果類とは一般的に針葉樹と呼ばれる樹木が多く含まれるグルー

プで，松ぼっくりに代表される球果をつける．今回の調査で確認された球果類はクロマツの１種の

みであった．ソテツとイチョウは球果類とは大きく系統の異なる植物である（表３ではその他とし

てまとめた）．ソテツとクロマツは鹿児島県内に自生地のある樹種であるが，庭園の植栽木としても

古くから人気があり，鹿児島県に限らず日本でひろく植栽されている．後述するように，イチョウ

とクロマツは木材としても利用されており，人の生活に密接に関係する植物である． 

 

2-3）被子植物 

被子植物の在来種としては，イネ科，キク科，トウダイグサ科などの多くの草本植物に加えて，

植栽された樹木の中にも多くみられた．自生する在来種はシダ植物を除くと約 30種確認された．主

に花壇や運動場で雑草として生育する草本植物であった．今回の調査は冬季であったことから，オ

 

  

されているため結実した株はめったに見られない（能城 2017）．ニッケイの自生地は沖縄島北部，

久米島・徳之島などであるが（米倉 2015），後述するように食品の香り付けなどで利用される樹木

であることからしばしば植栽されている．また，鹿児島県レッドリスト（鹿児島県環境林務部自然
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２２））園園庭庭にに生生育育すするる維維管管束束植植物物のの系系統統 

2-1）シダ植物 

現在の分類体系では，維管束植物はヒカゲノカズラ類（小葉類）とその他の植物（大葉類）に大

区分されており，大葉類にはシダ植物，裸子植物，被子植物が含まれる（Christenhusz et al. 2011, 米

倉・邑田 2013）．一般的に「シダ植物」と呼ばれる植物はヒカゲノカズラ類と大葉類のシダ植物（大

図１．絶滅危惧種のマツバラン．ツツジの植え込みに自生して

いた． 
図２．寄生植物のヒノキバヤドリギ．

ハマヒサカキの枝に寄生している． 



鹿児島大学教育学部研究紀要　自然科学編　特別号　（2022）92

オバコ（オオバコ科）やヨモギ（キク科）など一年中葉をつけている多年草と，タネツケバナ（ア

ブラナ科）やコハコベ（ナデシコ科）など冬季一年草が確認された．春季から夏季には夏季一年草

や，夏緑性の多年生植物が展葉することから，夏期に調査を行えばさらに出現種数は増加すること

が予想される． 

植栽されていた在来種としては，ブナ科のスダジイ，マテバシイ，シラカシ，ウバメガシ，ヤマ

モモ科のヤマモモ，ホルトノキ科のホルトノキなどがみられた．これらは，しばしば公園や庭園で

植栽される樹種であるが，本来は西南日本の自然植生の代表である照葉樹林の構成種である．園庭

内では植栽個体のみであるが，日本の自然植生をつくる代表的な植物として注目しておきたい植物

である． 

一方，栽培種の多かった分類群としては，アブラナ科，ヒユ科，ウリ科，ナス科など野菜を多く

含むグループや，クサスギカズラ科，バラ科，キク科など観賞用の園芸植物を多く含むグループが

あった． 

水辺の植物としては，外来種（帰化または栽培）のオオサンショウモ（サンショウモ科），シュロ

ガヤツリ（カヤツリグサ科）が確認された． 

 

表 3．園庭で確認された維管束植物の分類群ごとの分布の由来，および生育状態． 

 分布の由来  生育状態   

分類群 在来 帰化 栽培  自生 植栽  総種数 

小葉類         

ヒカゲノカズラ類 2 - -  2 -  2 

大葉類         

大葉シダ植物 10 - 1  10 1  11 

裸子植物         

球果類 1 - -  - 1  1 

その他 1 - 1  - 2  2 

被子植物         

真性双子葉植物 57 21 44  37 85  122 

単子葉植物 6 4 4  5 9  14 

その他 3 - 3  1 5  6 

         

合計 81 25 53  56 104  159 
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３３））園園庭庭でで栽栽培培さされれるる有有用用植植物物 

3-1）野菜 

園庭で栽培されていた野菜としては，サクラジマダイコン，ハツカダイコン，ミズナといったア

ブラナ科の野菜が確認された（図 4）．アブラナ科の植物にはキャベツ，アブラナ，カブ，芥子など，

野菜として食されているだけでなく油の原料や薬味などもあり，野菜の代表といってよいほどたく

さんの種類の作物が含まれている（大場 2004）． 

ダイコンは，中央アジアを原産とする野生種から生まれたと推定されており，最初に野菜として

利用されるようになったのは地中海地域である可能性が高いという（大場 2004）．日本では日本書

紀の頃にはすでに渡来していたと考えられており，春の七草の「すずしろ」として親しまれるなど

古くから利用されてきた野菜である．サクラジマダイコンは，世界で最も重たい大根として知名度

が高く，江戸時代にはすでに鹿児島の大きな大根として知られていたようである．伝統野菜として

のダイコンは，鹿児島県での地域農業振興の一貫として種類や栽培法が発信されているほか     

（ 鹿 児 島 県 「 か ご し ま の 伝 統 野 菜 」 https://www.pref.kagoshima.jp/sangyo-rodo/nogyo/ 

nosanbutu/dentou/index.html），鹿児島県における遺伝子の多様性の例としても取り上げられている

（鹿児島県 2014）．このように，サクラジマダイコンは世界一巨大で強く印象に残ること，鹿児島

のシンボルである桜島を名前を冠していること，伝統野菜であること，生物多様性を実感できるこ

となど教育的効果はたいへん大きい植物であると考えられる．なお，ミズナ（水菜，キョウナ）は

カブ（Brassica rapa）の変種で，別名のキョウナ（京菜）からわかるように京都で生まれたとされる

（大場 2004）． 
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物の栽培体験は鹿児島大学教育学部の実習地でも行っている．園庭ではハツカダイコンのように小 
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小葉類         

ヒカゲノカズラ類 2 - -  2 -  2 
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さなプランターで栽培可能な作物が利用しやすい（図 4）．サツマイモなどまとまった面積の耕作地

が必要な作物は実習地で栽培することで，園庭だけでは体験できない栽培，収穫の機会が提供され

ていると考えられる．実習地の利用は幼稚園教育において重要な役割を担っていると考えられるこ

とから，園児による実習地の利用の実態と教育効果についても今後検討していきたい． 

 

3-2）園芸植物 

花を観賞することを目的で植栽された園芸植物としては，クロッカス（アヤメ科），パンジー（ス

ミレ科），ゼラニウム（フウロソウ科），ニワナズナ（アリッサム）（アブラナ科），ナデシコ属園芸

種（ディアンサス）（ナデシコ科），ゲッカビジン（サボテン科），ツクバネアサガオ（ペチュニア）

（ナス科），キンギョソウ（オオバコ科），ノースポールギク（キク科）などが確認された．系統的

に異なる多くのグループから構成される特徴があった． 

クロッカスはヨーロッパを中心に栽培されてきた園芸品種であり，より観賞価値の高い花の色や

形状などを求めて交雑が行われた結果，その品種の数は極めて多くなった（大場 2012）．パンジー，

ノースポールギク，ペチュニア，ニワナズナ（アリッサム），キンギョソウなどは，家庭や公園の花

壇に植栽される園芸植物として最もポピュラーなものである．このうち，パンジー，ペチュニア，

キンギョソウは同種内でも様々な花の色，大きさ，形状が異なる多数の品種が開発されており（NHK

出版「みんなの趣味の園芸」https://www.shuminoengei.jp/），単一種の植栽であっても色とりどりのお

花畑の様相を呈する． 

 

3-3）果樹 

果樹としてはバラ科のイヌリンゴ（ヒメリンゴ），アンズ，ウメ，コウメ，ナシ，およびミカン科

のハッサク，キンカン，サワーポメロ，島ミカンなど多くの種類がみられた．その他，ザクロ（ミ

ソハギ科），オニマタタビ（キウイフルーツ），ブルーベリー（ツツジ科）などの果樹も植栽されて

いた． 

ミカン科の Citrus属は柑橘類と呼ばれ，世界的に重要な果樹である．現在は多くの品種が開発さ

れており（山本 2018），日本では主に西日本から南西諸島で栽培される．サワーポメロはザボン（ブ

ンタン）系の一品種（品種名は「大橘」）であり，鹿児島では「サワーポメロ」，熊本では「パール

柑」として流通する（JAグループ https://life.ja-group.jp/food/shun/detail?id=96）．今回の調査で島ミカ

ンとして記録した柑橘の系統や来歴は不明であるが，南西諸島の自生種であるシイクワシャー（別

名ヒラミレモン Citrus depressa）やその他の導入種，またはそれらの交雑種など極めて多様な柑橘類

（山本 2018）を知るきっかけとなる点で注目される． 
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4））木木材材ななどどにに利利用用さされれるる樹樹木木 

園庭で植栽されていた樹木のうち，ブナ科樹木のコナラ属（Quercus）やマテバシイ属（Lithocarpus）

の果実は「どんぐり」として親しまれているほか，コナラやウバメガシは薪炭として利用されるな

ど，かつては人の生活に密接に関係してきた．ニッケイ（クスノキ科）もニッキとして飲料や菓子

の香味料として利用される．また，イチョウ，クロマツ，クスノキなど下に示す樹木は木材として

利用されることでも知られている．このように，樹木は木材として人の生活に役立っていることも

理解しておくことが重要である． 

園庭の樹木を直接伐採して製材加工して木材として利用することは考えにくいが，環境整備等で

廃棄物として排出される剪定枝は，教育活動へ利用されることが想定される．そこで，園庭で確認

された樹木のなかから，有用な樹木に注目し，材料の特徴について特記事項を列記し，教育活動の

可能性について考察する． 

 

4-1）針葉樹材 

イチョウはイチョウ目・イチョウ科・イチョウ属に属する唯一の現生種である．地質時代の生き

残りとされ，木材のなかでも最も古い細胞形質を有している．それゆえ材質は単純な仮道管で構成

されるが，柔らかく適度な弾力を示し，修復能力が高いため，傷跡が復元される．まな板等に使用

すれば包丁の刃先のダメージもなく，まな板の痕跡もなくなるため，雑菌の繁殖を防ぐ効果がある．

加工性がよく，仕上げは肌触りもなめらかである．特に大径のイチョウ丸太から柾目木取りすれば，

高級な碁盤や将棋盤に使用される．比較的加工しやすい材料であり，肌目も美しいため，教育用素

材として活用が可能といえる． 

クロマツは針葉樹材のなかでも密度が高く，アカマツと同様，強度を必要とする部材に使用され

ることが多い．特に在来軸組工法の木造小屋梁に使用される．マツ類は，エピセリウム細胞で構成

される樹脂道が発達しており，樹幹が損傷した際には，樹脂道を通じて，松脂を滲出させ，損傷部

位を保護するよう機能する．それゆえ製材後の木材はヤニ止め剤等でコーティングする必要がある．

加えて，製材直後の含水率が高い場合，青変菌に侵されやすいため，青い斑点が表面汚損につなが

ることから乾燥時に注意を要する．松脂はアルコールで脱脂できるため，皮膚についた場合は消毒

用アルコールで清浄する．年輪が明確であるため視覚的な教育効果が期待できる． 

 

4-2）広葉樹材 

アオギリは国産材のうち最も密度が小さく，成長が早く，木材実質率が小さく，空気層を多く含

むため，断熱効果が高い．そのため，古くから，火災でも燃え残るよう桐のタンス，金庫の内層材

として，足裏と直接接触する下駄材に使用されてきた．軽軟で加工も容易であるため，木工作業で
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が必要な作物は実習地で栽培することで，園庭だけでは体験できない栽培，収穫の機会が提供され

ていると考えられる．実習地の利用は幼稚園教育において重要な役割を担っていると考えられるこ

とから，園児による実習地の利用の実態と教育効果についても今後検討していきたい． 
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一方，イスノキは国産材のうち最も密度が高く，空隙率は数％以下となり，空気層をほとんど含

まないため，重硬で強度が高い．耐衝撃性・耐摩耗性にも優れることから，奄美大島の小学校では

教室の床材としてよく利用されていた．また，薩摩の伝統武術である示現流で使用する野太刀（木

刀）に用いられ，鹿児島県「伊集院」の地名はイスノキの産地が由来とされているなど，馴染みの

ある木材である．前述のアオギリと比較することで，樹木の違いで重さや，硬さ，あたたかみなど，

触覚感を比較する素材として活用可能である． 

クスノキ科の樹種も木材として利用される．クスノキは，鹿児島県の県木に指定されるほど，南

九州によくみかける．鹿児島市の城山原生林には巨木の個体を確認でき，姶良市蒲生町の国指定特

別天然記念物「蒲生の大クス」は国内最大級の目通り幹回り 24メートルを誇る．材は特有の芳香を

放つ．クスノキ科の木材は，「油細胞」を多く含み，揮発性物質を発する．古くから，木彫り材料と

して仏像等に利用されるが，交錯木理のため逆目を発生しやすく，加工するには熟練を要する．ク

スノキの芳香には樟脳が含まれ，ダニ類の忌避剤として利用できる． 

ニッケイも同様で，古くから，飲料や菓子の香味料に利用されている．鹿児島の伝統和菓子「け

せん団子」が有名である．「けせん」とはニッケイの鹿児島の方言である．ニッケイの葉で小豆団子

を包んだ和菓子で，葉に含まれる抗菌成分を利用して傷みやすい食品を保存したと考えられる．ニ

ッケイは自宅の庭先によく植栽されてあり，入手できない場合は，サルトリイバラの葉で代用した

「かからん団子」と名前が変わる．サルトリイバラは医薬品の原料でもあり，日当たりのよい林縁

に見かけ，南九州の場合，マント群落に出現し入手も容易である．ニッケイは，食育活動の一環と

して教育利用ができるといえる． 

センダンは鹿児島県の園庭や校庭によく植栽されている樹木である．羽状複葉のため光合成能力

に富み，成長が早いことから，二酸化炭素吸収源として植林活動の樹木として選定されている（「九

州電力の森」は好例）．木材はしなやかで強靭である．用途は多用で，ケヤキ材の代替材としても利

用される．鈴なりの果実を結実し，鳥により運ばれることから，多くの稚樹が周囲へ繁殖している．

また，若齢木を伐採しても萌芽更新により成長は旺盛である．センダンの若木や剪定枝は，皮層が

木質化するのに数年を要するため，木材としての用途はあまり考えにくい．成長が旺盛であるので，

園庭の稚樹を探し，数か月観察を続けると，伸長成長の速さを体感できる最適な教材となりうると

いえる． 

カキノキは果樹として認識されることが多いかもしれないが，木材としても利用されている．昔

から「カキノキだけは木登りをしてはならない」と言い伝えられてきた．これは経験知からだけで

なく科学的根拠がある．それは，カキノキを構成する木材細胞のうち，放射組織が規則正しく整然

と配列するために，応力集中が発生しやすく，繊維と直交方向の力に極端に弱くなる特徴がある．

それゆえ，枝が簡単に折れてしまうため，カキノキの木登りは不向きといえ，安全管理には注意が

必要である．しかしながら，材は木目模様が美しく，しばしば天然杢としても珍重される．パーシ

モン（クロガキ）は，固く弾力性に富むため，ゴルフのドライバーに利用される． 
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5））園園庭庭にに生生育育すするる植植物物のの教教育育的的効効果果 

本研究の結果から，附属幼稚園の校庭には，多くの在来種が生育しており，絶滅危惧種を含むシ
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などを知るきっかけを作ることが可能であり，幼児の園庭での遊びや学びに対して良い効果をもた

らす環境が作られていると考えられる．特に，雑草として自生する在来種が多いこと，植栽木の中

に照葉樹林の構成種がみられること，鹿児島特有の果樹や木材になる樹木が見られることは特筆す
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に配置する方法なども検討してきたい． 
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